
﹇
論
文
要
旨
﹈

は
じ
め
に

❶
行
商
組
織
と
専
用
電
車
の
運
行

❷
松
阪
・
猟
師
町
周
辺
の
行
商
人

❸
消
費
地
大
阪
に
お
け
る
魚
食
文
化
と
行
商
の
位
置
づ
け

お
わ
り
に
―「
伊
勢
屋
」が
運
ん
だ
魚
食
文
化
の
大
衆
化
―

　

漁
村
か
ら
町
場
や
農
村
へ
の
魚
行
商
は
、
交
易
の
原
初
的
形
態
の
ひ
と
つ
と
し
て
調
査
研
究
の
対

象
と
な
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
先
行
研
究
は
、
近
代
的
な
交
通
機
関
発
達
以
前
の
徒
歩
や

牛
馬
に
よ
る
移
動
が
中
心
で
あ
り
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
全
国
的
に
一
般
化
し
た
鉄
道
利
用
の
魚

行
商
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
報
告
さ
れ
て
い
な
い
。
本
論
文
で
は
、
現
在
ほ
ぼ
唯
一
残

さ
れ
た
鉄
道
に
よ
る
集
団
的
な
魚
行
商
の
事
例
と
し
て
、
伊
勢
志
摩
地
方
に
お
け
る
魚
行
商
に
注
目

し
、
関
係
者
へ
の
聞
き
取
り
か
ら
そ
の
具
体
像
と
変
遷
を
明
ら
か
に
す
る
と
同
時
に
、
行
商
が
果
た

し
て
き
た
役
割
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た
。

　

三
重
県
の
伊
勢
志
摩
地
方
で
は
、
一
九
五
〇
年
代
後
半
か
ら
近
畿
日
本
鉄
道
（
以
下
、
近
鉄
）
を

利
用
し
た
大
阪
方
面
へ
の
魚
行
商
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
行
商
が
盛
ん
に
な
る
に
従
っ
て
、

一
般
乗
客
と
の
間
で
問
題
が
生
じ
る
よ
う
に
な
り
、
一
九
六
三
年
に
伊
勢
志
摩
魚
行
商
組
合
連
合
会

を
結
成
、
会
員
専
用
の
鮮
魚
列
車
の
運
行
が
開
始
さ
れ
る
。
会
員
は
、
伊
勢
湾
沿
岸
の
漁
村
に
居
住

し
、
最
盛
期
に
は
三
〇
〇
人
を
数
え
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

　

会
員
の
大
半
を
占
め
る
の
は
、松
阪
市
猟
師
町
周
辺
に
居
住
す
る
行
商
人
で
あ
る
。
こ
の
地
域
は
、

古
く
か
ら
漁
業
従
事
者
が
集
住
し
、
戦
前
か
ら
徒
歩
や
自
転
車
に
よ
る
近
隣
へ
の
魚
行
商
が
行
わ
れ

て
い
た
。
戦
後
、
近
鉄
を
使
っ
て
奈
良
方
面
へ
ア
サ
リ
や
シ
オ
サ
バ
な
ど
を
売
り
に
行
き
始
め
、
次

第
に
カ
レ
イ
や
ボ
ラ
な
ど
の
鮮
魚
も
持
参
し
て
大
阪
へ
と
足
を
伸
ば
す
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
伴

い
、
竹
製
の
籠
か
ら
ブ
リ
キ
製
の
カ
ン
へ
と
使
用
道
具
も
変
化
し
た
。
ま
た
、
こ
の
地
区
の
会
員
の

多
く
は
、
大
阪
市
内
に
露
店
か
ら
始
め
た
店
舗
を
構
え
、「
伊
勢
屋
」
を
名
乗
っ
て
い
る
。
瀬
戸
内

海
の
高
級
魚
を
中
心
と
し
た
魚
食
文
化
の
伝
統
を
も
つ
大
阪
の
中
で
、「
伊
勢
」
と
い
う
新
た
な
ブ

ラ
ン
ド
と
、
当
時
ま
だ
一
般
的
で
な
か
っ
た
産
地
直
送
を
看
板
に
、
顧
客
の
確
保
に
成
功
し
た
。
そ

し
て
、
よ
り
庶
民
的
な
商
店
街
を
活
動
の
場
と
し
た
こ
と
に
よ
り
、
大
阪
の
魚
食
文
化
に
大
衆
化
と

い
う
裾
野
を
広
げ
る
役
割
を
も
果
た
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
魚
行
商
、
鉄
道
、
ブ
リ
キ
カ
ン
、
大
阪
、
伊
勢

山
本
志
乃

伊
勢
志
摩
地
方
に
お
け
る
戦
後
の
カ
ン
カ
ン
部
隊
と
鮮
魚
列
車
を
事
例
と
し
て

鉄
道
利
用
の
魚
行
商
に
関
す
る
一
考
察
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は
じ
め
に

　

漁
村
地
域
か
ら
町
場
や
農
村
地
域
に
向
け
て
の
魚
行
商
は
、
交
易
の
原
初
的
な
形

態
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
歴
史
・
民
俗
・
地
理
な
ど
の
各
分
野
に
お
い
て

注
目
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
報
告
が
な
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て

は
、
瀬
川
清
子
の
『
販
女
』（
三
国
書
房
、
一
九
四
三
年
）、
田
中
啓
爾
の
『
塩
お
よ

び
魚
の
移
入
路
』（
古
今
書
院
、
一
九
五
七
年
）、
北
見
俊
夫
の
『
市
と
行
商
の
民
俗
』

（
岩
崎
美
術
社
、
一
九
七
〇
年
）、
神
崎
宣
武
の
『
峠
を
こ
え
た
魚
』（
福
音
館
書
店
、

一
九
八
五
年
）、
胡
桃
沢
勘
司
の
『
西
日
本
庶
民
交
易
史
の
研
究
』（
文
献
出
版
、

二
〇
〇
〇
年
）お
よ
び『
牛
方
・
ボ
ッ
カ
と
海
産
物
移
入
』（
岩
田
書
院
、二
〇
〇
八
年
）、

中
村
周
作
の
『
行
商
研
究
―
移
動
就
業
行
動
の
地
理
学
』（
海
青
社
、
二
〇
〇
九
年
）

な
ど
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
）
1
（

。

　

こ
れ
ら
先
学
の
研
究
は
、
前
掲
の
田
中
の
著
書
の
副
題
に
「
鉄
道
開
通
前
の
内
陸

交
通
」
と
あ
る
よ
う
に
、
近
代
的
な
交
通
機
関
以
前
の
、
徒
歩
も
し
く
は
牛
馬
に
よ

る
移
動
を
主
な
対
象
と
し
て
い
る
。
何
ら
か
の
動
力
を
移
動
手
段
と
す
る
行
商
に
つ

い
て
は
、
わ
ず
か
に
地
理
学
の
青
野
壽
郎
に
よ
る
千
葉
県
九
十
九
里
浜
沿
岸
地
域
か

ら
の
自
転
車
に
よ
る
鮮
魚
販
売
に
つ
い
て
の
報
告
）
2
（

が
あ
る
ほ
か
、
前
掲
の
神
崎
に
よ

る
行
商
人
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
で
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
バ
ス
を
利
用
し
た
魚
行
商
、
同

じ
く
前
掲
の
中
村
に
よ
る
自
動
車
で
の
魚
行
商
の
分
析
と
い
っ
た
程
度
で
あ
り
、
鉄

道
を
利
用
し
た
魚
行
商
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
ま
と
ま
っ
た
報
告
が
な
さ

れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
）
3
（

。

　

鉄
道
に
よ
る
魚
行
商
が
全
国
的
に
顕
著
と
な
る
の
は
、
戦
後
の
復
興
期
以
降
の
こ

と
で
あ
る
。
そ
の
形
態
は
お
お
よ
そ
共
通
し
て
い
て
、主
に
女
性
が
従
事
す
る
こ
と
、

集
団
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
ブ
リ
キ
製
の
カ
ン
を
運
搬
具
と
し
て
使
用
す
る
と
こ
ろ

に
特
徴
が
あ
る
。
使
用
道
具
の
カ
ン
に
か
ら
め
て「
カ
ン
カ
ン
部
隊
」あ
る
い
は「
ガ

ン
ガ
ン
部
隊
」
な
ど
と
よ
ば
れ
）
4
（

、
集
団
の
規
模
に
よ
っ
て
、
専
用
列
車
や
専
用
車
両

が
設
け
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
。

　

鉄
道
を
利
用
す
る
こ
と
と
、
カ
ン
の
使
用
と
は
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
。
旧
来
の

徒
歩
や
牛
馬
に
よ
る
魚
行
商
で
使
わ
れ
る
運
搬
具
は
、
頭
上
運
搬
で
用
い
ら
れ
る
ハ

ン
ボ
ウ
と
よ
ば
れ
る
浅
い
桶
、
あ
る
い
は
天
秤
棒
で
担
う
竹
製
の
棒ぼ
て
か
ご

手
籠
、
荷
車
で

運
ぶ
竹
籠
や
木
箱
な
ど
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
道
具
で
は
、
列
車
に
乗
っ
た
場
合
、

他
の
乗
客
と
の
関
係
で
、
防
水
や
防
臭
の
問
題
が
発
生
す
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。

ブ
リ
キ
製
品
そ
の
も
の
は
、
当
然
な
が
ら
戦
前
か
ら
存
在
し
た
が
、
ブ
リ
キ
カ
ン
の

量
産
が
本
格
化
し
た
の
は
お
そ
ら
く
戦
後
の
一
九
五
〇
年
以
降
で
あ
り
、
こ
れ
の
普

及
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
、
列
車
に
よ
る
魚
行
商
が
一
般
化
し
た
と
考
え
ら
れ
る
）
5
（

。

　

鉄
道
の
利
用
と
い
う
、
一
見
現
代
的
に
思
え
る
魚
行
商
も
、
発
生
か
ら
す
で
に

六
〇
年
ほ
ど
が
経
過
し
、
そ
の
多
く
は
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
。
従
事
し
て
い
た
方
も

次
々
と
亡
く
な
り
、
も
は
や
聞
き
取
り
か
ら
の
復
元
も
困
難
な
状
況
に
あ
る
。

　

そ
う
し
た
な
か
で
、
伊
勢
志
摩
地
方
で
は
、
近
畿
日
本
鉄
道
（
以
下
、
近
鉄
）
の

大
阪
線
を
利
用
し
た
魚
行
商
が
現
在
で
も
組
織
的
に
行
わ
れ
、「
鮮
魚
列
車
」
と
よ

ば
れ
る
専
用
電
車
が
日
曜
・
祝
日
を
除
く
毎
日
運
行
さ
れ
て
い
る
。
か
つ
て
は
や
は

り
「
カ
ン
カ
ン
部
隊
」
の
呼
称
が
あ
り
、
ブ
リ
キ
製
の
カ
ン
を
使
用
す
る
人
も
、
数

は
少
な
く
な
っ
た
が
今
な
お
存
在
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
近
年
の
急
激
な
社

会
・
流
通
の
変
化
に
よ
り
、
こ
の
一
〇
年
ほ
ど
で
行
商
人
も
半
減
し
て
お
り
、
将
来

的
に
は
他
地
域
の
魚
行
商
と
同
様
、
衰
退
へ
と
向
か
い
つ
つ
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き

な
い
。

　

本
稿
で
は
、
現
在
ほ
ぼ
唯
一
残
さ
れ
た
鉄
道
利
用
に
よ
る
集
団
的
な
魚
行
商
の
実

態
を
記
録
す
る
こ
と
を
第
一
の
目
的
に
、
主
と
し
て
関
係
者
へ
の
聞
き
取
り
か
ら
、

そ
の
変
遷
を
明
ら
か
に
す
る
。
さ
ら
に
は
地
域
的
な
特
徴
を
背
景
に
、
魚
行
商
が
果

た
し
た
役
割
に
つ
い
て
も
あ
わ
せ
て
考
え
て
み
た
い
。
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❶
行
商
組
織
と
専
用
電
車
の
運
行

（
１
）
伊
勢
志
摩
魚
行
商
組
合
連
合
会
の
結
成

　

伊
勢
志
摩
地
方
の
漁
村
地
域
に
居
住
す
る
人
た
ち
が
鉄
道
を
使
っ
た
魚
行
商
を

始
め
た
時
期
に
つ
い
て
は
、
現
在
従
事
し
て
い
る
方
に
よ
れ
ば
、「
生
き
て
い
れ
ば

九
十
歳
く
ら
い
の
人
た
ち
が
最
初
」
と
い
う
。
そ
の
経
緯
は
次
章
で
詳
述
す
る
が
、

戦
中
・
戦
後
の
統
制
が
解
除
）
6
（

と
な
っ
た
後
の
一
九
五
〇
年
代
後
半
頃
か
ら
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
魚
だ
け
で
な
く
、
米
や
伊
勢
沢
庵
な
ど
を
運
ぶ
人

も
い
た
と
い
い
、
そ
う
し
た
人
々
は
、
行
き
先
の
大
阪
で
荷
を
捌
い
た
後
、
ま
た
別

の
物
資
を
入
手
し
て
、
今
度
は
地
元
に
戻
っ
て
そ
れ
を
売
る
と
い
う
往
復
の
行
商
を

し
て
い
た
と
い
う
）
7
（

。

　

高
度
経
済
成
長
期
を
迎
え
た
一
九
六
〇
年
頃
に
は
、
大
阪
へ
の
魚
行
商
が
さ
ら
に

さ
か
ん
と
な
り
、
一
般
乗
客
と
の
間
で
、
臭
い
や
汚
れ
に
対
す
る
問
題
が
起
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
一
九
六
三
年
二
月
）
8
（

、「
伊
勢
志
摩
魚
行
商
組
合
連
合
会
」

を
結
成
、
近
鉄
と
の
交
渉
の
末
、
同
年
九
月
よ
り
行
商
人
専
用
の
「
鮮
魚
列
車
」
の

運
行
が
始
ま
っ
た
。
以
後
現
在
に
至
る
ま
で
、
近
鉄
電
車
を
利
用
す
る
魚
の
行
商
人

は
す
べ
て
、
こ
の
組
合
に
所
属
す
る
会
員
と
な
っ
て
い
る
。

　

組
合
は
、
猟り
ょ
う
し師
支
部
・
香か

ら

す
良
洲
支
部
・
松
ヶ
崎
支
部
・
村
松
支
部
・
鳥
羽
支
部
の

五
支
部
（
現
在
は
こ
れ
に
有
滝
を
加
え
た
六
支
部
）
9
（

）
の
連
合
会
と
し
て
結
成
さ
れ
た
。

会
員
は
一
九
九
〇
年
頃
ま
で
は
三
〇
〇
人
）
10
（

ほ
ど
い
た
と
い
う
が
、
二
〇
〇
〇
年
に
は

二
三
九
人
、二
〇
〇
九
年
に
は
さ
ら
に
一
一
五
人
に
半
減
し
て
い
る（
表
１
）。
ま
た
、

過
去
か
ら
現
在
を
通
じ
て
、
会
員
の
八
〜
九
割
は
松
阪
駅
を
利
用
す
る
猟
師
支
部
の

人
た
ち
で
あ
る
。

　

会
員
は
、
定
め
ら
れ
た
入
会
費
と
年
会
費
を
支
払
い
、
会
員
証
の
交
付
を
受
け
る
。

更
新
は
半
年
ご
と
で
、
会
費
半
年
分
を
そ
の
際
に
支
払
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
会

員
証
は
組
合
が
発
行
す
る
が
、
近
鉄
の
担
当
部
局
に
も
こ
れ
を
提
出
し
て
承
認
印
を

受
け
る
。
会
員
が
乗
車
可
能
な
電
車
は
指
定
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
に
乗
る
時
は
、
定

期
乗
車
券
と
と
も
に
必
ず
こ
の
会
員
証
を
携
帯
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ほ
か
に
、

持
ち
込
む
荷
物
に
は
定
期
手
回
り
品
切
符
が
必
要
で
、
各
支
部
で
と
り
ま
と
め
て
月

ご
と
に
一
括
購
入
し
、
会
員
に
配
布
す
る
）
11
（

。
連
合
会
の
会
長
は
一
年
交
代
で
、
会

員
数
が
も
っ
と
も
多
い
猟
師
支
部
か
ら
は
、
隔
年
で
必
ず
会
長
を
選
出
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
各
支
部
か
ら
選
出
さ
れ
た
委
員
ら
で
構
成
さ
れ
る
役
員
会
が
年
に
数

回
開
か
れ
る
ほ
か
、
最
近
で
は
行
か
な
く
な
っ
た
が
、
毎
年
九
月
一
五
日
の
敬
老
の

日
に
は
、
近
鉄
の
列
車
を
組
合
の
貸
切
に
し
て
、
桑
名
に
あ
る
長
島
温
泉
に
組
合
員

全
員
で
日
帰
り
の
懇
親
会
に
出
か
け
る
の
が
恒
例
に
な
っ
て
い
た
。

　

結
成
当
初
の
組
合
の
規
約
に
は
、
近
鉄
と
の
協
定
事
項
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ

れ
を
見
る
と
、
往
復
と
も
指
定
の
電
車
に
乗
車
す
る
こ
と
、
車
内
を
汚
さ
な
い
こ
と
、

一
般
乗
客
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
こ
と
、
と
い
っ
た
基
本
事
項
に
並
ん
で
、「
容
器
は

必
ず
缶
を
使
用
す
る
こ
と
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
お
そ
ら
く
同
様
に
組
合

結
成
当
初
の
も
の
と
思
わ
れ
る
、
近
鉄
側
の
「
定
期
手
回
り
品
」
に
関
す
る
確
認
事

項
の
記
録
に
、「
当
社
指
定
の
容
器
」
と
し
て
、「
ブ
リ
キ
製
缶
で
容
積
〇
・
〇
四
七

立
方
メ
ー
ト
ル
以
内
の
も
の
お
よ
び
、
〇
・
〇
二
二
立
方
メ
ー
ト
ル
以
内
の
も
の
各

一
個
」
と
あ
り
、
総
重
量
が
三
〇
キ
ロ

グ
ラ
ム
以
内
と
さ
れ
て
い
る
。
現
在
使

用
さ
れ
て
い
る
カ
ン
は
、容
積
が
約
〇
・

〇
八
六
立
方
メ
ー
ト
ル
（
縦
四
七
セ
ン

チ
・
横
三
二
セ
ン
チ
・
高
さ
五
七
セ
ン

チ
）
で
あ
る
か
ら
、
当
初
は
こ
の
半
分

ほ
ど
の
大
き
さ
の
カ
ン
と
、
さ
ら
に
そ

の
半
分
の
大
き
さ
の
も
の
が
主
と
し
て

使
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
）
12
（

。
近
年
で

は
、
カ
ン
を
使
用
す
る
人
は
減
り
、
ほ

表1　支部別の会員数（人数）

支部 2000年 2009年

猟師 180 96

香良洲 27 15

松ヶ崎 7 1

村松 13 1

有滝 8 1

鳥羽 4 1

合計 239 115

（伊勢志摩魚行商組合連合会の資料より作成）
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と
ん
ど
が
鮮
魚
に
は
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
製
の
箱
）
13
（

を
、
乾
物
な

ど
は
段
ボ
ー
ル
箱
を
使
う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

（
２
）
近
畿
日
本
鉄
道
の
鮮
魚
列
車

　

行
商
人
が
利
用
す
る
伊
勢
方
面
か
ら
大
阪
へ
の
直
通
電
車

が
開
通
し
た
の
は
、
近
鉄
の
前
身
の
ひ
と
つ
、
参
宮
急
行
電

鉄
の
上
本
町
・
宇
治
山
田
間
が
全
通
と
な
っ
た
一
九
三
一

（
昭
和
六
）
年
に
さ
か
の
ぼ
る
。
参
宮
急
行
電
鉄
は
そ
の
後
、

一
九
四
一
年
に
大
阪
電
気
軌
道
に
合
併
さ
れ
て
関
西
急
行
鉄

道
と
改
称
し
、
一
九
四
四
年
に
南
海
鉄
道
と
合
併
し
て
近
畿

日
本
鉄
道
と
な
っ
た
。
戦
後
は
、
一
九
四
八
年
に
上
本
町
・

宇
治
山
田
間
で
特
急
の
運
転
が
開
始
。
特
急
利
用
の
所
要
時

間
は
二
時
間
四
〇
分
で
あ
っ
た
が
、
次
第
に
短
縮
さ
れ
本
数

も
増
発
さ
れ
て
、
一
九
五
六
年
に
は
一
時
間
五
四
分
に
ま
で

な
っ
て
い
る
。
一
九
五
八
年
に
は
、
電
車
で
は
世
界
初
と
な

る
二
階
建
て
特
急
電
車
「
ビ
ス
タ
カ
ー
」
の
運
転
も
始
ま
る

な
ど
、
近
鉄
の
看
板
路
線
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
た
。

　

そ
の
路
線
に
、
伊
勢
志
摩
魚
行
商
組
合
連
合
会
の
貸
切
と

し
て
「
鮮
魚
列
車
」
の
運
転
が
始
ま
っ
た
の
は
、
一
九
六
三

年
九
月
二
一
日
で
あ
る
。
当
初
は
二
両
編
成
で
、
冷
房
設
備

は
あ
る
も
の
の
）
14
（

、
荷
物
電
車
や
一
般
営
業
車
両
を
混
用
し
て

い
た
。
一
九
八
九
年
か
ら
は
、
ト
イ
レ
付
き
に
改
造
し
た
三

両
編
成
と
な
っ
て
い
る
。

　

二
〇
一
〇
年
現
在
、
鮮
魚
列
車
は
日
曜
日
と
祝
日
を
除
く

毎
日
、
朝
と
夕
方
に
一
往
復
運
転
さ
れ
て
い
る
。
朝
は
五
時

五
〇
分
に
近
鉄
の
明
星
車
庫（
三
重
県
多
気
郡
明
和
町
明
星
）

を
出
車
し
、
い
っ
た
ん
下
り
方
向
へ
回
送
後
、
宇
治
山
田
駅

写真1　 松阪駅から始発電車を利用する 
「一番組」の人たちの荷物
コロという台車の上にカンを乗せ，さらに
ダンボールや発泡スチロールの箱が乗る。

写真3　 近鉄の鮮魚列車
行き先表示には「鮮魚」，ホームの案内板
には「貸切」とある。

写真4　 現在の鮮魚列車内
最盛期は荷物と人で満杯であった。

写真2　 名張駅で上本町行き区間快速に
乗り換える「一番組」の人たち
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を
六
時
九
分
に
出
発
、
伊
勢
市
）
15
（

・
松
阪
・
伊
勢
中
川
・
榊
原
温
泉
口
・
伊
賀
神
戸
・

桔
梗
が
丘
・
名
張
・
榛
原
・
桜
井
・
大
和
八
木
・
大
和
高
田
・
布
施
・
鶴
橋
な
ど
に

停
車
し
て
、
大
阪
上
本
町
（
二
〇
〇
八
年
に
駅
名
変
更
）
に
八
時
五
七
分
に
到
着
す

る
。
夕
方
は
、
一
七
時
一
五
分
に
大
阪
上
本
町
を
出
発
、
行
き
と
同
様
に
い
く
つ
か

の
停
車
駅
を
経
て
松
阪
に
一
九
時
三
三
分
に
到
着
し
、
明
星
車
庫
に
戻
る
の
は
一
九

時
四
七
分
で
あ
る
。
朝
夕
の
通
勤
時
間
帯
で
も
あ
り
、
密
に
組
ま
れ
た
ダ
イ
ヤ
の
中

を
縫
う
よ
う
に
運
行
さ
れ
て
い
る
。

　

鮮
魚
列
車
以
外
に
も
、
前
後
の
電
車
の
一
部
車
両
が
指
定
さ
れ
て
い
る
。
朝
の
場

合
は
「
一
番
」
と
よ
ば
れ
る
名
張
行
き
普
通
電
車
）
16
（

と
、
名
張
か
ら
接
続
す
る
上
本
町

行
き
区
間
快
速
に
お
い
て
、
車
両
の
一
部
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、
よ
り
早
く
出
発
し

た
い
行
商
人
が
こ
れ
に
乗
車
す
る
。
現
在
で
も
カ
ン
を
行
商
道
具
と
し
て
使
用
す
る

人
は
、
こ
の
一
番
電
車
に
乗
る
人
が
多
い
。
こ
の
人
た
ち
は
、「
一
番
組
」
と
よ
ば

れ
て
い
て
、
午
前
一
時
頃
に
起
床
し
、
地
元
の
市
場
で
仕
入
れ
を
す
る
な
ど
の
準
備

を
し
て
乗
車
す
る
と
い
う
。

（
３
）
行
商
人
の
乗
車
駅
と
行
き
先

　

図
１
は
、
二
〇
〇
〇
年
当
時
、
伊
勢
志
摩
魚
行
商
組
合
連
合
会
の
会
員
が
乗
車
し

て
い
た
路
線
と
利
用
駅
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
具
体
的
な
乗
車
駅
と
行
き

先
に
つ
い
て
、
大
阪
線
を
中
心
に
、
図
２
で
表
し
た
。
最
盛
期
よ
り
若
干
減
っ
た
と

は
い
え
、
こ
の
当
時
の
会
員
数
は
二
三
九
人
で
あ
る
。
行
き
先
も
、
大
阪
方
面
を
中

心
と
し
な
が
ら
、
大
和
八
木
で
乗
り
換
え
て
奈
良
方
面
に
足
を
運
ぶ
人
、
さ
ら
に
京

都
線
へ
と
乗
り
継
い
で
京
都
ま
で
行
く
人
も
い
る
な
ど
、
広
が
り
を
も
っ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。

　

こ
の
う
ち
、
近
鉄
郡
山
や
田
原
本
な
ど
、
奈
良
盆
地
の
町
場
や
農
村
地
域
を
行
き

先
と
し
て
い
た
人
々
は
、得
意
先
を
一
軒
ず
つ
ま
わ
る
商
売
の
方
法
を
と
っ
て
い
て
、

こ
れ
を
コ
ウ
リ
（
小
売
）
と
呼
ん
で
い
た
。
お
よ
そ
一
〇
年
後
の
現
在
は
、
こ
の
方

面
で
コ
ウ
リ
を
行
っ
て
い
る
人
は
す
で
に
い
な
く
な
っ
て
い
る
。

図1　近鉄沿線における行商人の利用駅（伊勢志摩魚行商組合連合会の2000年度資料から作成。駅名は2000年現在）
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行
商
人
の
大
半
は
、
上
本

町
や
鶴
橋
な
ど
の
大
阪
の
中

心
部
を
行
先
と
し
て
い
る
。

こ
の
人
た
ち
の
中
に
は
、
露

店
で
商
売
を
し
て
い
る
人
も

い
る
が
、
多
く
は
大
阪
市
内

の
商
店
街
に
店
舗
を
持
っ
て

魚
屋
を
営
ん
で
い
る
。
夫
婦

や
親
子
で
会
員
と
な
り
、
一

家
を
あ
げ
て
行
商
に
よ
り
生

計
を
た
て
て
い
る
た
め
、
鮮

魚
列
車
に
乗
せ
る
荷
も
多

く
、
到
着
駅
に
自
家
用
車
を

回
し
て
お
い
て
、
店
ま
で
運

ぶ
の
で
あ
る
。

　

下
車
す
る
人
が
も
っ
と
も
多
い
終
点
の
上
本
町
で
は
、鮮
魚
列
車
到
着
と
同
時
に
、

壮
絶
な
荷
降
ろ
し
競
争
が
始
ま
る
。
皆
、
少
し
で
も
早
く
店
に
着
き
た
い
の
で
、
荷

降
ろ
し
も
一
刻
を
争
う
。
ト
ラ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
の
位
置
が
最
後
尾
に
近
い
た
め
、
会
員

相
互
の
取
り
決
め
で
、
鮮
魚
列
車
の
乗
車
車
両
を
一
年
ご
と
に
入
れ
か
え
て
公
平
を

期
し
て
い
る
と
も
い
う
。

　

図
２
で
も
わ
か
る
と
お
り
、行
商
人
の
う
ち
も
っ
と
も
多
く
を
占
め
て
い
る
の
は
、

松
阪
か
ら
乗
車
し
て
大
阪
市
内
を
行
き
先
と
す
る
人
た
ち
で
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
が
猟

師
支
部
に
所
属
し
て
お
り
、
つ
ま
り
は
松
阪
の
あ
る
特
定
の
地
域
か
ら
大
阪
中
心
部

に
向
け
て
、
大
量
の
行
商
人
を
排
出
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
次
章

で
は
、
鮮
魚
列
車
利
用
の
行
商
の
中
核
を
担
う
こ
の
猟
師
支
部
所
属
の
行
商
人
を
と

り
あ
げ
て
、
変
遷
や
実
態
に
つ
い
て
の
詳
細
を
み
る
こ
と
と
し
た
い
。

駅名 キロ数

鳥羽 0.0

伊勢市 13.8

明野 19.1 

松阪 33.1 

松ヶ崎 35.8 

伊勢中川 41.5 

伊賀上津 69.9

伊賀神戸 75.0

榛原 100.3 

長谷寺 104.8 

桜井 110.7

大和八木 115.7 

大和高田 120.5 

河内国分 132.3

鶴橋 149.4

上本町 150.5

人数 3 11 1 1 1 1 1 131 36 2 5 1 1 1 1 1 19 8

図2　行商人の乗車区間と人数（2000年度）
［注記］
１．伊勢志摩魚行商組合連合会の2000年度資料から作成。駅名は2000年現在。
２． このほかにも，近鉄の奈良線・京都線などへ乗り換えて，学園前・生駒・近鉄郡山・
田原本・古市・大久保・桃山御陵前・新祝園・京都などを行先とする人も数人存在する。

写真5　 終点の大阪上本町駅での荷下ろし 
ドアや窓から荷を次々と運び出し，
トラックヤードへと急ぐ。
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❷
松
阪
・
猟
師
町
周
辺
の
行
商
人

（
１
）
猟
師
町
に
お
け
る
漁
業
と
そ
の
変
遷

　

組
合
の
猟
師
支
部
に
所
属
す
る
会
員
は
、
現
在
の
行
政
上
の
地
名
で
い
え
ば
、
松

阪
市
北
部
の
伊
勢
湾
に
面
し
た
猟
師
町
と
、
隣
接
す
る
町ま
ち
び
ら
お

平
尾
町
に
居
住
し
て
い
る

（
位
置
は
図
１
を
参
照
）。「
猟
師
」
の
地
名
は
戦
国
期
に
は
す
で
に
見
ら
れ
、
そ
れ

以
前
か
ら
存
在
し
た
「
平
尾
」
の
地
の
一
部
で
あ
っ
た
。
明
治
前
期
の
『
猟
師
村
地

誌
』
に
よ
れ
ば
、
も
と
も
と
平
尾
と
よ
ば
れ
て
い
た
地
域
で
あ
っ
た
も
の
が
、
人
家

が
増
え
る
に
従
い
、
農
を
中
心
と
す
る
と
こ
ろ
を
「
大
平
尾
」、
伊
勢
街
道
に
沿
っ

た
町
並
み
の
あ
る
と
こ
ろ
を
「
町
平
尾
」、漁
業
従
事
者
が
集
住
す
る
と
こ
ろ
を
「
猟

師
平
尾
」
と
し
た
と
い
い
、
大
平
尾
と
町
平
尾
の
間
は
田
ん
ぼ
で
数
町
も
隔
た
っ
て

い
る
が
、
町
平
尾
と
猟
師
と
は
相
接
し
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
）
17
（

。
な
お
、
同

書
に
は
、
慶
長
年
間
の
頃
、
町
平
尾
に
居
住
し
て
い
た
漁
民
が
地
先
海
面
に
向
か
っ

て
新
田
開
発
を
し
、
こ
れ
を
「
猟
師
村
」
と
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
口
碑
が

紹
介
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
た
め
に
、
後
年
に
な
っ
て
も
、
猟
師
村
に
戸
籍
を
有
し

な
が
ら
、
実
際
に
は
家
屋
や
所
属
す
る
社
寺
な
ど
が
町
平
尾
村
の
地
内
に
あ
る
家
が

存
在
す
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
一
八
八
五
（
明
治
十
八
）
年
の
三
重
県
の
統

計
書
に
は
、
漁
浦
と
し
て
も
「
町
平
尾
」
と
あ
り
、
こ
の
漁
浦
の
漁
場
名
は
「
猟
師

浦
」
と
さ
れ
て
い
る
）
18
（

。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
も
、
両
者
が
互
い
に
連
続
性
を
も
ち
、

一
体
化
し
た
地
域
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

旧
猟
師
村
は
、
一
八
八
四
（
明
治
十
七
）
年
に
他
の
一
二
か
村
と
と
も
に
飯
高
郡

港
村
に
合
併
、
の
ち
一
九
六
七
年
に
松
阪
市
猟
師
町
と
な
っ
た
。
明
治
中
期
頃
の
統

計
に
よ
れ
ば
、
旧
猟
師
村
の
人
口
は
八
九
九
人
で
一
四
四
戸
、
一
戸
あ
た
り
が
所
有

す
る
田
は
一
反
ほ
ど
、
畑
も
〇
・
六
反
あ
ま
り
と
少
な
い
。
前
掲
の
『
猟
師
村
地
誌
』

に
も
、「
民
業
」
と
し
て
「
男
ハ
漁
業
七
分
、
商
業
二
分
、
農
業
壱
分
、
概
ネ
此
分

合
ニ
居
ケ
ル
ト
雖
ド
モ
、或
ハ
相
互
ニ
兼
業
ス
ル
モ
ノ
ア
リ
。
女
は
漁
業
半
ニ
位
シ
、

其
他
ハ
皆
農
ニ
従
事
シ
、
傍
ヲ
紡
織
ヲ
業
ト
ス
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
漁
業
を
主
軸

に
生
計
を
た
て
て
き
た
村
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

大
正
末
年
頃
の
猟
師
地
区
に
お
け
る
漁
の
種
類
と
時
期
を
図
３
に
ま
と
め
た
。
伊

勢
湾
沿
岸
の
こ
の
海
域
は
遠
浅
で
あ
る
た
め
、
全
体
的
に
曳
網
が
多
く
、
ほ
か
に
は

貝
漁
や
海
苔
採
集
な
ど
、
内
湾
の
浅
瀬
を
利
用
し
た
漁
が
中
心
で
あ
っ
た
こ
と
を
う

か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
漁
の
種
類
は
一
九
三
〇
年
代
以
降
減
少
し
て
お
り
、
鰯
揚

繰
網
や
地
曳
網
は
一
九
三
五
年
頃
に
す
で
に
消
滅
、
二
翼
一
袋
と
な
っ
た
網
を
二
艘

の
船
で
曳
く
バ
ッ
チ
網
も
一
九
五
三
年
頃
に
は
操
業
を
や
め
た
と
い
う
）
19
（

。
そ
の
後
、

一
九
八
〇
年
前
後
に
存
在
し
て
い
た
漁
は
、
小
型
定
置
網
が
三
統
、
カ
レ
イ
を
主
と

す
る
刺
し
網
、
キ
ス
・
ア
ナ
ゴ
・
ツ
エ
）
20
（

・
ウ
ナ
ギ
・
タ
イ
な
ど
の
延
縄
、
サ
ワ
ラ
の

一
本
釣
り
、
海
苔
養
殖
、
ア
サ
リ
を
主
と
す
る
貝
漁
で
あ
っ
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て

い
る
）
21
（

。

（
２
）
行
商
の
変
遷

　

大
正
か
ら
昭
和
初
期
頃
と
思
わ
れ
る
漁
師
地
区
の
魚
行
商
の
様
子
が
、『
松
阪
市

史　

第
十
巻　

史
料
篇　

民
俗
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
（
一
五
九
〜
一
六
〇
頁
）。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
町
内
に
問
屋
が
あ
り
、
五
〇
人
ほ
ど
い
た
仲
買
人
が
こ
こ
で
仕
入

れ
て
、魚
を
入
れ
た
ダ
イ
カ
ゴ
を
天
秤
棒
で
担
ぎ
、松
阪
の
町
場
方
面
へ
売
り
に
い
っ

て
い
た
と
い
う
。
ダ
イ
カ
ゴ
は
、
直
径
二
尺
五
寸
、
深
さ
八
寸
ほ
ど
の
円
形
の
竹
籠

で
、
木
の
蓋
が
あ
る
。
包
丁
・
秤
・
矢
立
て
・
帳
面
を
持
参
し
て
行
っ
た
。
ま
た
、

か
つ
て
揚
繰
網
で
魚
が
よ
く
と
れ
た
頃
は
、
鰯
を
船
の
上
で
箱
単
位
で
売
る
「
浜
売

り
」
と
い
う
方
法
も
あ
り
、
こ
れ
を
仲
買
が
買
っ
て
、
自
転
車
で
津
の
市
場
に
卸
に

行
く
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。
概
し
て
、
昭
和
初
期
ま
で
の
行
商
は
十
里
四
方
の
範

囲
と
さ
れ
、
主
と
し
て
松
阪
の
中
心
市
街
に
向
け
て
、
徒
歩
や
荷
車
、
自
転
車
な
ど

を
使
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
行
商
も
、
太
平
洋
戦
争
に
よ
る
物
資
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統
制
で
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
と
い
う
。

　

戦
禍
を
免
れ
た
松
阪
一
帯
へ
は
、
食
料
の
産
地
で
も
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
終
戦
直
後
か
ら
闇
物
資
を
買
い
求
め
る
人
々

が
殺
到
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
当
時
の
新
聞
に
は
、「
県
下

随
一
の
闇
市
場
」
と
し
て
、
松
阪
の
駅
前
通
り
か
ら
目
貫
の

大
通
り
に
か
け
て
公
然
と
闇
市
場
が
開
か
れ
、
買
出
し
人
で

毎
日
縁
日
の
よ
う
な
賑
わ
い
で
あ
る
こ
と
や
）
22
（

、
闇
価
格
が

県
下
七
市
の
う
ち
最
高
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
）
23
（

。
猟
師
漁
港
近
く
に
住
む
人
の
な
か
に
も
、
戦
後
す
ぐ
、

ど
こ
か
ら
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
鰯
を
買
い
求
め
る
人
た
ち

が
港
に
大
勢
来
て
い
た
こ
と
を
幼
い
頃
の
記
憶
と
し
て
留
め

て
い
る
人
も
お
り
、
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
戦
後
の
統
制
期

に
は
、
食
料
の
供
給
地
と
し
て
他
地
域
か
ら
の
買
出
人
を
多

く
受
け
入
れ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

　

行
商
の
本
格
的
な
復
活
は
、
こ
の
統
制
が
廃
止
さ
れ
た

一
九
五
〇
年
以
降
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
町
平
尾
町
に
住
む

Ｙ
さ
ん
（
女
性
、
一
九
三
六
年
生
ま
れ
）
は
、
結
婚
前
の

二
〇
歳
く
ら
い
の
頃
に
、
ム
ラ
の
女
の
人
ば
か
り
五
人
ほ
ど

で
、自
転
車
で
津
ま
で
ア
サ
リ
を
売
り
に
行
っ
た
。漁
師
だ
っ

た
親
が
採
っ
た
ア
サ
リ
で
、
八
百
屋
籠
）
24
（

に
入
れ
、
午
前
二
時

頃
に
出
発
し
、
午
前
四
時
頃
に
津
に
着
い
た
。
こ
の
地
域
の

ア
サ
リ
は
シ
オ
ヌ
キ
ア
サ
リ
と
い
い
、
港
の
桟
橋
で
一
日
海

水
に
浸
し
て
砂
抜
き
を
し
た
あ
と
、
塩
抜
き
の
処
理
を
し
て

持
参
す
る
の
で
、
す
ぐ
朝
の
汁
の
実
に
使
え
る
こ
と
か
ら
評

判
が
良
か
っ
た
の
だ
と
い
う
。

　

津
へ
の
ア
サ
リ
の
行
商
は
一
年
ほ
ど
行
き
、
結
婚
と
前
後

し
て
、
今
度
は
近
鉄
電
車
を
使
っ
て
、
大
和
（
奈
良
）
方
面

漁の種類 魚種
漁期

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

地曳網 鰯・鯷

小地曳網 鰕・鰺・せいご

魚目揚繰網 ・鯔・このしろ

鰯揚繰網 鰯

鰯刺目網 鰯

海老曳網 鰕

ゴチ網 鰯・かます・小鯛

浮曳網 いか・鰈・こち

楯網 ・鯔・黒鯛・鰈

楯干網 ・鰈・こち

建切網 ・鰈・こち

白魚曳網 白魚

ドブコ曳網 どぶこ

コナゴ網 こなご

簀引網

鵜縄網

雑魚曳網 雑魚

壺網 鰯

投網 ・鯔

鰻筒 鰻

延縄 鰈・黒鯛・鯛・鰤・鮫

蛸瓶 蛸

海老掻 海老

赤貝巻 赤貝

トリ貝巻 とり貝

船釣 すずき・鯖・きす

図3　猟師地区における大正末期の漁業暦（『松阪市史第10巻　資料編　民俗』をもとに作成）
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に
行
き
始
め
た
。
大
和
へ
は
、
カ
ン
で
は
な
く
八
百
屋
籠
を
使
っ
た
。
中
に
ム
シ
ロ

の
よ
う
な
も
の
を
敷
い
て
、
ア
サ
リ
の
ほ
か
、
シ
オ
サ
バ
・
カ
レ
イ
・
エ
ビ
・
ワ
タ

リ
ガ
ニ
な
ど
を
売
り
に
行
っ
た
と
い
う
。

　

そ
の
後
、Ｙ
さ
ん
夫
婦
は
大
阪
へ
の
行
商
を
始
め
た
。
一
九
六
〇
年
頃
の
こ
と
で
、

こ
れ
を「
大
阪
行
き
」と
称
し
た
。道
具
と
し
て
カ
ン
を
使
い
始
め
た
の
も
こ
の
頃
で
、

す
で
に
香
良
洲
（
津
市
）
の
行
商
人
た
ち
が
カ
ン
を
使
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ

を
真
似
て
地
元
の
樋と
い
や屋

に
頼
ん
で
作
っ
て
も
ら
っ
た
。

　
「
大
阪
行
き
」
を
始
め
た
頃
、
こ
れ
に
携
わ
っ
て
い
た
の
は
、
鳥
羽
・
有
滝
・
村

松
・
平
尾
（
猟
師
）・
香
良
洲
の
各
地
区
か
ら
合
わ
せ
て
一
二
人
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
、

数
年
の
間
に
何
倍
に
も
増
え
、
一
九
六
〇
年
代
後
半
に
は
三
〇
〇
人
近
く
に
ま
で
ふ

く
れ
あ
が
っ
た
。
カ
ン
を
作
る
樋
屋
も
地
域
内
に
一
軒
だ
け
だ
っ
た
の
で
、
相
次
ぐ

注
文
に
応
え
る
の
も
大
変
で
あ
っ
た
。
こ
の
樋
屋
は
、
多
い
時
に
は
一
か
月
仕
事
を

休
ん
で
、
カ
ン
ば
か
り
一
〇
〇
個
ほ
ど
を
作
っ
た
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

　

当
初
、
鮮
魚
列
車
が
ま
だ
運
行
さ
れ
て
い
な
い
頃
は
、
早
朝
の
急
行
電
車
を
使
っ

て
い
た
。
電
車
内
で
魚
を
捌
く
人
や
、
窓
か
ら
ア
ラ
を
放
り
投
げ
て
捨
て
る
人
な

ど
が
い
た
と
い
い
、
一
般
の
乗
客
と
の
関
係
で
、
近
鉄
か
ら
厳
し
く
注
意
を
受
け
る

こ
と
も
し
ば
し
ば
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
近
鉄
と
の
交
渉
の
た
め
組
合
を
結
成
し
、

一
九
六
三
年
九
月
よ
り
、
組
合
貸
切
の
鮮
魚
列
車
が
運
行
開
始
の
運
び
と
な
っ
た
こ

と
は
先
述
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

　

最
盛
期
の
一
九
七
〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代
に
か
け
て
は
、
鮮
魚
列
車
の
車
内
は
荷

物
で
満
杯
と
な
り
、
網
棚
の
上
に
人
が
寝
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
当

時
、
松
阪
の
駅
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
ま
だ
な
く
、
駅
の
ホ
ー
ム
に
荷
を
運
搬
す
る
、

カ
ツ
ギ
ヤ
と
よ
ば
れ
る
人
も
大
勢
仕
事
を
し
て
い
た
）
25
（

。
ま
た
、
行
商
人
た
ち
が
「
駅

裏
）
26
（

」
と
呼
ぶ
近
鉄
線
の
松
阪
駅
前
広
場
に
は
、
行
商
人
の
仕
入
れ
の
た
め
の
魚
介
類

を
販
売
す
る
人
た
ち
が
早
朝
か
ら
露
店
を
出
し
て
い
た
。
行
商
に
付
随
す
る
こ
れ
ら

の
仕
事
や
商
売
は
、
数
は
少
な
く
な
っ
た
も
の
の
、
二
〇
一
〇
年
現
在
で
も
続
け
ら

れ
て
い
る
。

（
３
）
行
商
の
具
体
像

　

町
平
尾
町
に
住
む
Ｍ
さ
ん
（
女
性
、
一
九
五
二
年
生
ま
れ
）
は
、
夫
（
一
九
四
九

年
生
ま
れ
）
と
と
も
に
猟
師
支
部
の
会
員
で
あ
り
、「
大
阪
行
き
」
の
商
い
を
現
在

で
も
続
け
て
い
る
。
大
阪
市
西
成
区
の
Ｔ
商
店
街
に
店
舗
を
借
り
、
日
曜
・
祝
日
を

除
く
毎
日
、
鮮
魚
列
車
を
使
っ
て
松
阪
と
大
阪
を
往
復
す
る
。

　

商
売
を
始
め
た
の
は
Ｍ
さ
ん
の
親
の
代
か
ら
で
、一
九
六
〇
年
代
の
初
め
で
あ
る
。

親
は
漁
師
だ
っ
た
が
、
生
ま
れ
た
の
が
娘
ば
か
り
三
人
で
あ
っ
た
た
め
、
漁
師
に
で

き
な
い
か
ら
、
と
い
う
理
由
で
、
ま
ず
は
母
親
（
一
九
二
九
年
生
ま
れ
・
二
〇
〇
〇

年
に
没
）
が
大
阪
へ
の
行
商
を
始
め
た
。
き
っ
か
け
に
つ
い
て
、
父
親
（
一
九
三
〇

年
生
ま
れ
）
は
、「
漁
師
を
や
っ
て
い
て
、
一
日
一
〇
〇
〇
円
く
ら
い
稼
い
で
い

た
。
弟
が
大
和
に
ア
サ
リ
を
売
り
に
行
っ
て
い
て
、
三
〇
〇
〇
円
く
ら
い
儲
け
た

と
言
う
の
で
、
そ
れ
な
ら
と
思
い
、
大
阪
に
ア
サ
リ
を
持
っ
て
行
っ
て
売
っ
た
ら
、

五
〇
〇
〇
円
く
ら
い
に
な
っ
た
。
刺
身
を
持
っ
て
行
く
よ
う
に
し
た
ら
、
も
っ
と
儲

か
っ
た
」
と
語
る
。

　

鮮
魚
列
車
は
ま
だ
運
行
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
急
行
で
上
本
町
ま
で
行
き
、

そ
こ
か
ら
市
電
に
乗
り
換
え
て
、
現
在
店
を
構
え
る
Ｔ
商
店
街
の
入
口
付
近
で
露
店

の
商
売
を
始
め
た
。
そ
の
際
、商
店
街
内
の
既
存
の
鮮
魚
店
と
の
競
合
問
題
も
あ
り
、

知
人
の
紹
介
で
テ
キ
ヤ
の
親
方
の
世
話
に
な
っ
た
。
露
店
を
出
す
に
あ
た
っ
て
は
テ

キ
ヤ
と
関
係
す
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
ず
、
便
宜
を
は
か
っ
て
も
ら
う
一
方
で
、
盆
暮

の
あ
い
さ
つ
や
冠
婚
葬
祭
な
ど
、
こ
と
あ
る
ご
と
に
「
ず
い
ぶ
ん
ボ
ラ
れ
た
」
の
だ

と
い
う
。
Ｍ
さ
ん
の
両
親
に
限
ら
ず
、
大
阪
行
き
の
商
売
を
始
め
た
人
は
た
い
て
い

同
様
の
経
験
を
し
て
い
て
、
テ
キ
ヤ
と
の
関
係
を
良
好
に
維
持
す
る
こ
と
だ
け
で
な

く
、
商
売
が
安
定
し
た
後
に
そ
こ
か
ら
抜
け
る
時
な
ど
、
そ
の
苦
労
は
筆
舌
に
尽
く

し
が
た
い
も
の
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。

　

道
具
で
あ
る
カ
ン
は
、
中
に
ゲ
ス
と
よ
ぶ
厚
さ
六
セ
ン
チ
ほ
ど
の
ト
レ
イ
状
の
ブ

リ
キ
カ
ン
を
七
段
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
構
造
に
な
っ
て
い
て
、
こ
の
ゲ
ス
に
商
品



国立歴史民俗博物館研究報告
第 集　 年 月

を
入
れ
、
売
り
場
で
そ
の
ま
ま
広
げ
て
バ
ン
ダ
イ
に
す
る
。
現
在
で
は
パ
ッ
ク
に
入

れ
た
り
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
小
分
け
に
し
た
り
し
て
単
価
を
つ
け
る
が
、
そ
の
頃
は
ア
サ

リ
は
枡
で
計
量
し
、魚
は
竿
秤
で
目
方
を
計
っ
て
百
匁
い
く
ら
と
い
う
形
で
売
っ
た
。

　

露
店
で
の
商
売
を
一
年
ほ
ど
続
け
た
の
ち
、
商
店
街
の
中
に
店
舗
を
借
り
た
。
父

親
は
一
九
六
五
年
に
漁
師
を
や
め
、夫
婦
で
本
格
的
に
商
売
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

毎
朝
、
猟
師
漁
港
の
桟
橋
の
と
こ
ろ
で
イ
チ
（
セ
リ
）
が
あ
り
、
そ
こ
で
魚
を
仕
入

れ
て
、
単
車
で
駅
ま
で
持
っ
て
行
っ
て
鮮
魚
列
車
に
乗
る
。
イ
チ
の
し
ま
い
に
な
る

と
魚
が
安
く
な
る
の
で
、
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
粘
っ
て
な
る
べ
く
安
く
買
い
、
電
車
に
駆

け
込
む
こ
と
も
あ
っ
た
。
か
つ
て
は
日
曜
・
祝
日
で
も
鮮
魚
列
車
が
運
行
さ
れ
て
い

た
の
で
、毎
日
こ
れ
を
繰
り
返
し
た
。
ほ
と
ん
ど
寝
る
時
間
も
な
い
よ
う
な
生
活
で
、

鮮
魚
列
車
の
中
で
酒
を
一
杯
や
り
な
が
ら
、
大
阪
ま
で
の
二
時
間
半
ほ
ど
仮
眠
す
る

の
が
楽
し
み
だ
っ
た
と
も
い
う
。

　

品
物
は
、
ア
サ
リ
の
ほ
か
、
カ
レ
イ
や
ボ
ラ
な
ど
の
地
元
の
魚
、
駅
裏
の
露
店
で

売
ら
れ
る
ト
ン
ボ
シ
ビ
（
ビ
ン
ナ
ガ
マ
グ
ロ
）
な
ど
で
あ
っ
た
。
一
九
七
〇
年
頃
は

も
っ
と
も
よ
く
売
れ
た
時
期
で
、
売
り
場
で
客
が
待
っ
て
い
て
、
荷
を
広
げ
る
先
か

ら
競
う
よ
う
に
買
っ
て
行
っ
た
。
刺
身
も
よ
く
売
れ
た
。
刺
身
は
、
ま
だ
露
店
で
商

売
を
し
て
い
た
頃
か
ら
、
バ
ケ
ツ
に
水
を
入
れ
て
、
そ
の
場
で
造
る
こ
と
も
あ
っ
た

と
い
う
。
こ
の
商
店
街
に
は
と
く
に
靴
屋
が
多
く
、
一
九
八
〇
年
代
ま
で
は
靴
の
商

売
で
た
い
へ
ん
栄
え
て
い
て
大
勢
の
客
で
賑
わ
っ
て
い
た
。
夜
遅
く
ま
で
営
業
し
て

い
る
の
で
、
店
主
た
ち
は
食
事
を
す
る
間
も
な
い
ほ
ど
忙
し
い
。
そ
の
た
め
、
す
ぐ

に
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
刺
身
が
こ
と
さ
ら
よ
く
売
れ
た
の
だ
と
い
う
。

　

Ｍ
さ
ん
の
結
婚
後
、
夫
が
魚
屋
で
働
い
て
い
た
経
験
を
生
か
し
て
両
親
と
一
緒
に

出
店
す
る
よ
う
に
な
り
、
一
九
八
〇
年
代
終
わ
り
頃
に
は
、
体
調
を
崩
し
た
母
親
に

代
わ
り
、
Ｍ
さ
ん
自
身
も
出
店
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
後
父
親
も
引
退
し
、
現

在
は
夫
と
二
人
で
従
事
し
て
い
る
が
、
店
に
来
る
客
は
ほ
と
ん
ど
が
親
の
代
か
ら
の

常
連
で
あ
る
。
そ
の
常
連
客
た
ち
や
商
店
街
の
店
主
た
ち
は
、
Ｍ
さ
ん
の
母
親
が
カ

ン
を
担
い
で
走
る
よ
う
に
行
き
来
し
て
い
た
様
子
を
よ
く
記
憶
し
て
い
る
。

　

当
初
、
商
店
街
の
入
口
付
近
で
露
店
か
ら
始
め
た
商
売
を
、
商
店
街
の
中
心
方
向

に
三
回
店
を
変
え
な
が
ら
、
徐
々
に
大
き
く
し
て
い
っ
た
の
は
、
こ
う
し
た
親
の

代
の
苦
労
の
積
み
重
ね
で
あ
る
と
Ｍ
さ
ん
夫
婦
は
い
う
。
往
復
五
時
間
の
通
勤
に
加

え
、
仕
入
れ
、
運
搬
、
販
売
と
、
す
べ
て
を
自
分
の
手
で
こ
な
す
行
商
は
、
早
朝
か

ら
夜
半
ま
で
の
重
労
働
の
毎
日
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
、漁
師
だ
っ
た
親
か
ら
す
れ
ば
、

海
に
出
る
際
の
危
険
や
不
安
が
な
い
だ
け
ま
だ
楽
で
あ
る
と
の
認
識
が
あ
っ
た
よ
う

だ
。

　

母
親
は
、
行
商
に
従
事
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
「
オ
カ
に
あ
が
る
」
と
表
現

し
て
い
た
と
い
う
。
こ
れ
は
す
な
わ
ち
、
漁
か
ら
商
へ
の
生
業
の
大
き
な
転
換
を
意

味
し
て
い
る
。
一
九
六
〇
年
代
の
組
合
結
成
と
鮮
魚
列
車
の
登
場
は
、
こ
う
し
た
漁

村
に
お
け
る
社
会
変
化
を
背
景
に
展
開
し
た
と
も
い
え
る
の
で
あ
る
。

❸
消
費
地
大
阪
に
お
け
る
魚
食
文
化
と
行
商
の
位
置
づ
け

　

伊
勢
志
摩
地
方
か
ら
の
組
織
的
な
行
商
が
、
生
業
と
し
て
定
着
し
、
さ
ら
に
今
日

で
も
継
続
し
て
行
わ
れ
て
い
る
背
景
と
し
て
、
行
商
を
受
け
入
れ
る
側
、
す
な
わ
ち

消
費
地
で
あ
る
大
阪
と
の
関
係
を
抜
き
に
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
周
知
の
と
お

り
、
大
阪
は
「
天
下
の
台
所
」
と
称
さ
れ
、
近
世
以
来
の
豊
か
な
魚
食
文
化
を
有
す

る
土
地
柄
で
あ
る
。
こ
こ
に
行
商
人
た
ち
が
ど
の
よ
う
な
事
情
で
受
け
入
れ
ら
れ
た

の
か
、
流
通
と
志
向
の
両
面
か
ら
考
え
て
み
た
い
。

（
１
）
大
阪
に
お
け
る
水
産
物
流
通
の
変
遷
と
産
地
直
送
の
特
異
性

　

戦
後
、
大
阪
の
生
鮮
食
料
品
を
扱
う
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
き
た
の

は
、現
在
の
大
阪
市
福
島
区
野
田
に
位
置
す
る
大
阪
市
中
央
卸
売
市
場
本
場
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
雑
喉
場
、
靱
、
木
津
、
天
満
な
ど
で
近
世
以
来
営
業
し
て
き
た
水
産
物
や

青
果
物
の
問
屋
市
場
を
統
合
し
、
一
九
三
一
年
に
開
場
し
た
も
の
で
、
戦
中
戦
後
の

統
制
期
に
は
市
場
機
能
の
中
断
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
が
、
一
九
五
〇
年
か
ら
仲
買
制
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度
が
本
格
的
に
復
活
し
て
、
中
央
卸
売
市
場
と
し
て
の
機
能
を
回
復
し
た
。

　

戦
後
の
大
阪
市
内
で
は
、
こ
の
ほ
か
、
旧
来
の
木
津
市
場
・
天
満
市
場
と
、
戦
後

か
ら
の
鶴
橋
市
場
が
そ
れ
ぞ
れ
機
能
し
て
い
た
が
、
一
九
八
〇
年
頃
の
実
態
を
記
し

た
資
料
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
は
中
央
卸
売
市
場
の
機
能
を
超
え
る
流
通
を
担
う
も
の

で
は
な
く
、
主
要
な
取
引
先
は
中
央
卸
売
市
場
本
場
の
業
者
が
中
心
で
あ
っ
た
と
い

う
。
ま
た
こ
の
当
時
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
チ
ェ
ー
ン
ス
ト
ア
、
生
活
協
同
組

合
な
ど
で
も
、
例
外
的
な
企
画
や
特
別
契
約
し
た
加
工
食
品
を
除
き
、
主
要
な
生
鮮

水
産
物
・
加
工
水
産
物
は
、
中
央
卸
売
市
場
経
由
の
も
の
が
大
部
分
で
あ
っ
た
）
27
（

。

　

今
日
で
こ
そ
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
で
も
産
地
と
の
直
接
的
な
取
引
を
行

う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
少
な
く
と
も
Ｍ
さ
ん
た
ち
の
行
商
が
最
盛
期
を
迎
え
た

一
九
七
〇
〜
八
〇
年
頃
に
は
ま
だ
そ
う
し
た
傾
向
は
な
く
、
仲
卸
業
者
を
仲
介
と
し

て
中
央
卸
売
市
場
を
経
由
す
る
と
い
う
水
産
物
流
通
の
基
本
が
徹
底
し
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。
と
く
に
大
阪
の
場
合
、
後
述
す
る
よ
う
な
、
市
場
の
格
式
と
も
い
え
る

高
い
評
価
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
中
央
卸
売
市
場
を
通
し
た
品
物
で
あ
る
と

い
う
こ
と
が
、
品
物
の
価
値
そ
の
も
の
と
も
な
っ
て
い
た
）
28
（

。

　

こ
う
し
た
な
か
で
、
産
地
か
ら
直
接
魚
を
持
参
し
、
販
売
す
る
と
い
う
方
法
は
、

そ
れ
自
体
が
極
め
て
稀
で
あ
り
、
消
費
者
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
で
あ
ろ

う
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
る
。
前
節
で
と
り
あ
げ
た
Ｍ
さ
ん
の
回
想
に
あ
っ
た
よ

う
に
、
か
つ
て
は
荷
を
持
っ
て
行
く
な
り
、
競
う
よ
う
に
し
て
客
が
買
っ
て
い
っ
た

と
い
う
証
言
か
ら
も
、
こ
の
こ
と
は
裏
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
港
で
朝
仕
入
れ
た

品
を
持
参
す
れ
ば
、
卸
売
市
場
を
通
す
場
合
よ
り
も
、
一
日
か
二
日
は
確
実
に
早
く

消
費
者
の
手
元
に
届
く
。
大
阪
市
内
で
さ
ほ
ど
定
着
し
て
い
な
か
っ
た
産
地
直
送
を

先
駆
的
に
実
践
し
た
と
い
う
と
こ
ろ
に
、
伊
勢
志
摩
地
方
か
ら
の
行
商
が
受
け
入
れ

ら
れ
た
理
由
の
一
つ
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
、
次
に
述
べ
る

鮮
魚
へ
の
格
別
な
志
向
性
と
も
関
係
す
る
の
で
あ
る
。

（
２
）
鮮
魚
へ
の
志
向
と
商
品
価
値

　

大
阪
市
中
央
卸
売
市
場
本
場
は
、
全
国
的
相
場
の
「
値
決
め
市
場
」
と
し
て
の
機

能
を
持
っ
て
い
る
。
大
阪
で
は
、
淡
路
周
辺
や
瀬
戸
内
海
、
若
狭
、
紀
伊
、
九
州
、

四
国
な
ど
、
主
と
し
て
西
日
本
の
全
海
域
か
ら
鮮
魚
の
集
荷
が
行
わ
れ
て
き
た
歴
史

が
あ
る
）
29
（

。
そ
の
た
め
、
近
海
物
や
と
く
に
「
以
西
物
」
と
よ
ば
れ
る
九
州
方
面
か
ら

の
鮮
魚
は
、
生
産
者
・
出
荷
者
と
も
に
、
ま
ず
主
要
な
魚
や
鮮
度
の
良
い
魚
を
大
阪

の
市
場
に
出
し
、
残
り
を
他
の
市
場
に
出
荷
す
る
場
合
が
多
く
、
大
阪
の
相
場
を
基

準
に
、
他
の
市
場
で
値
の
駆
け
引
き
を
す
る
習
慣
に
な
っ
て
い
た
）
30
（

。
こ
う
し
た
商
習

慣
と
、
相
場
形
成
市
場
と
し
て
の
位
置
づ
け
か
ら
、
品
物
の
鮮
度
や
質
に
対
す
る
評

価
が
厳
正
に
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
結
果
的
に
大
阪
の
市
場
に
入
る
品
物
の
価
値

を
高
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
鮮
魚
に
対
す
る
志
向
と
評
価
に
関
係
す
る
の
が
、
近
世
か
ら
の
歴
史

を
も
つ
独
特
の
生
魚
輸
送
方
法
と
調
理
前
の
処
理
方
法
で
あ
る
。
酒
井
亮
介
著
『
雑

喉
場
魚
市
場
史
―
大
阪
の
生
魚
流
通
』（
成
山
堂
書
店
、
二
〇
〇
八
年
）
に
よ
れ
ば
、

そ
れ
は
次
の
よ
う
な
方
法
と
手
順
で
あ
る
。
生い
け
ま間

と
い
う
魚
の
収
容
艙
を
設
け
た
イ

ケ
フ
ネ
と
呼
ば
れ
る
船
で
、
産
地
か
ら
大
阪
ま
で
、
魚
を
泳
が
せ
な
が
ら
運
ぶ
。
大

阪
の
安
治
川
河
口
に
近
づ
く
と
、
生
間
の
孔
に
木
栓
を
し
て
川
水
が
入
ら
な
い
よ
う

に
し
、
一
尾
ず
つ
手
鉤
で
活い
け
じ
め〆
（
仮
死
状
態
）
に
す
る
。
血
抜
き
の
作
業
を
し
な
が

ら
一
時
間
ほ
ど
か
け
て
上
流
の
雑
喉
場
ま
で
運
ん
だ
う
え
で
セ
リ
に
か
け
、
一
定
時

間
が
経
過
し
て
魚
肉
が
成
熟
し
た
と
こ
ろ
で
食
味
す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
重

要
な
の
は
、
漁
獲
後
に
少
な
く
と
も
二
〜
三
日
は
生
簀
で
「
活い
け
こ込

み
」（
安
静
状
態

で
泳
が
せ
る
）
を
す
る
こ
と
で
、
魚
の
体
内
の
摂
取
物
を
消
化
さ
せ
、
無
駄
な
脂
肪

分
を
除
去
す
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
く
締
ま
っ
た
透
明
感
の
あ
る
肉
質
に
な
る
。
こ
の

た
め
、
近
年
に
な
っ
て
も
、
四
国
や
九
州
方
面
か
ら
は
魚
を
船
で
活
か
し
た
状
態
で

和
歌
浦
や
東
垂
水
の
港
ま
で
運
び
、
出
荷
の
際
に
活
〆
に
し
て
市
場
の
セ
リ
に
か
け

る
と
い
う
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
た
）
31
（

。
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こ
の
よ
う
な
商
習
慣
と
独
特
の
輸
送
方
法
は
、
一
方
で
、
漁
場
と
魚
種
に
対
す
る

詳
細
な
識
別
と
価
値
観
を
も
育
む
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
、
大
阪
に
出
荷
さ
れ
る
鮮

魚
に
は
、
大
き
く
別
け
て
、
淡
路
・
和
歌
山
・
瀬
戸
内
海
の
岡
山
あ
た
り
ま
で
を
産

地
と
す
る
「
近
海
物
」
と
、
そ
れ
以
外
の
地
域
に
お
い
て
手
繰
船
や
沖
合
漁
業
で
獲

ら
れ
る
「
一
般
物
」
が
あ
る
が
、
大
阪
で
好
ん
で
消
費
さ
れ
る
マ
ダ
イ
の
場
合
、
近

海
物
の
中
で
も
、「
マ
エ
の
鯛
」
と
呼
ば
れ
る
西
宮
の
戎
神
社
の
前
の
海
で
獲
れ
た

マ
ダ
イ
や
、
小
豆
島
の
北
東
岸
当
浜
あ
た
り
の
小
型
定
置
網
で
獲
れ
る
上
り
マ
ダ
イ

な
ど
は
特
に
人
気
が
あ
り
、
高
値
で
販
売
さ
れ
た
と
い
う
）
32
（

。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
魚

は
割
烹
や
料
理
屋
な
ど
の
飲
食
店
で
多
く
消
費
さ
れ
た
）
33
（

。
Ｍ
さ
ん
の
夫
に
よ
れ
ば
、

商
売
を
始
め
た
頃
、
大
阪
の
魚
は
概
し
て
高
価
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
は
、
先
述

し
た
よ
う
な
、
味
覚
と
食
感
を
伴
う
鮮
魚
へ
の
特
別
な
こ
だ
わ
り
と
、
産
地
に
与
え

ら
れ
て
き
た
評
価
と
が
一
体
化
し
て
育
ま
れ
た
、
大
阪
独
自
の
魚
食
文
化
の
一
端
を

示
す
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
大
阪
市
中
央
卸
売
市
場
本
場
の
資
料
を
見
る
限
り
に

お
い
て
は
、
大
阪
に
お
け
る
広
域
的
な
水
産
物
流
通
の
現
場
で
、
伊
勢
志
摩
地
方
は

さ
ほ
ど
主
要
な
出
荷
地
と
し
て
認
識
さ
れ
て
き
て
は
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

つ
ま
り
、近
鉄
線
を
利
用
し
た
行
商
に
よ
っ
て
初
め
て
、こ
の
地
域
の
魚
が
ま
と
ま
っ

て
大
阪
へ
と
持
ち
込
ま
れ
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
、
彼
ら
の
多
く
が
商
売
の
場
所

と
し
て
選
ん
だ
の
は
、
よ
り
庶
民
的
な
下
町
地
区
の
商
店
街
で
あ
っ
た
。

　

イ
ケ
フ
ネ
の
よ
う
な
特
殊
な
方
法
で
は
な
い
が
、
Ｍ
さ
ん
た
ち
も
港
か
ら
鮮
魚
を

仕
入
れ
る
際
に
活
〆
に
し
て
運
ん
で
き
た
。
現
在
で
も
店
を
訪
れ
る
親
の
代
か
ら
の

得
意
客
に
よ
る
と
、
売
ら
れ
て
い
た
刺
身
の
断
面
を
見
れ
ば
、
新
鮮
で
あ
る
こ
と
が

一
目
瞭
然
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
う
し
た
高
い
品
質
の
魚
を
、
比
較
的
安
く
、
そ
し

て
先
述
し
た
よ
う
に
産
地
か
ら
直
接
提
供
で
き
る
と
い
う
こ
と
が
、
Ｍ
さ
ん
た
ち
の

店
の
大
き
な
利
点
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
庶
民
が
集
ま
る
商
店
街
に
進
出
し
た
と
い

う
こ
と
が
、
鮮
魚
に
対
す
る
新
た
な
価
値
基
準
と
需
要
を
喚
起
さ
せ
、
そ
の
利
点
を

最
大
限
に
生
か
す
結
果
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に
―「
伊
勢
屋
」が
運
ん
だ
魚
食
文
化
の
大
衆
化
―

　

Ｍ
さ
ん
夫
婦
の
店
は
、
屋
号
を
「
伊
勢
屋
」
と
い
う
。
こ
れ
は
母
親
が
カ
ン
を
担

い
で
商
売
に
来
て
い
た
頃
か
ら
の
呼
び
名
で
あ
る
。
Ｍ
さ
ん
た
ち
だ
け
で
な
く
、
同

じ
猟
師
地
区
か
ら
大
阪
市
内
に
店
を
出
し
て
い
る
人
は
、
た
い
て
い
が
こ
の
屋
号
を

使
っ
て
い
る
。
厳
密
に
確
認
は
で
き
な
い
が
、
例
え
ば
二
〇
〇
〇
年
当
時
の
猟
師
支

部
会
員
は
一
八
〇
名
で
あ
り
、
多
く
が
夫
婦
や
親
子
で
会
員
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
店
数
を
お
よ
そ
九
〇
店
と
し
た
場
合
、
大
阪
市
内
に
九
〇
も
の
「
伊
勢
屋
」
が
存

在
し
た
こ
と
に
な
る
。
最
盛
期
だ
っ
た
過
去
に
は
、
当
然
そ
の
数
は
も
っ
と
多
か
っ

た
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
各
自
が
出
店
場
所
を
選
ぶ
と
き
、
半
径
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

以
内
に
は
出
店
し
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
互
い
の
不
文
律
に
も
し
て
き
た
と
い
う
。

　

神
都
伊
勢
の
知
名
度
は
高
く
、「
伊
勢
屋
」
を
名
乗
れ
ば
お
の
ず
と
魚
の
産
地
が

知
れ
る
。
こ
れ
は
い
わ
ば
ブ
ラ
ン
ド
で
も
あ
り
、「
伊
勢
屋
」
で
あ
る
こ
と
が
客
と

の
信
頼
関
係
を
築
く
上
で
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
く
る
。
実
際
に
Ｍ
さ
ん
の
店
の
長

年
の
得
意
客
も
、「
遠
く
か
ら
来
て
い
る
」「
品
物
が
新
鮮
」
と
い
う
こ
と
を
高
く
評

価
し
て
い
る
。
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
発
達
し
た
現
代
で
あ
れ
ば
、
各
自
が
自
家

用
車
の
み
を
利
用
し
て
行
商
す
る
方
が
合
理
的
で
あ
る
よ
う
に
も
思
え
る
が
、
あ
え

て
組
合
組
織
を
保
持
し
、
鮮
魚
列
車
を
利
用
し
続
け
る
こ
と
の
意
義
も
、
こ
う
し
た

「
伊
勢
屋
」
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
り
、
産
地
の
価
値
が
相
対
的
に
高
め
ら
れ
て
き

た
こ
と
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

一
方
で
、
大
阪
に
は
、
主
と
し
て
瀬
戸
内
海
か
ら
西
の
地
域
を
産
地
と
す
る
マ
ダ

イ
な
ど
の
高
級
魚
に
大
き
な
価
値
を
置
く
食
文
化
の
伝
統
が
あ
る
。
こ
の
瀬
戸
内
海

の
高
級
魚
を
、
大
阪
に
お
け
る
食
通
の
魚
食
文
化
と
す
れ
ば
、
Ｍ
さ
ん
た
ち
「
伊
勢

屋
」
が
運
ぶ
産
地
直
送
の
鮮
魚
は
、
大
衆
の
魚
食
文
化
で
あ
る
。
大
阪
で
長
年
培
わ

れ
て
き
た
魚
食
文
化
の
伝
統
に
、
大
衆
化
と
い
う
裾
野
を
広
げ
る
役
割
を
果
た
し
た

の
が
、
近
鉄
線
を
利
用
し
た
「
伊
勢
屋
」
の
人
々
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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と
こ
ろ
で
、「
伊
勢
屋
」
と
い
え
ば
思
い
浮
か
ぶ
の
が
、
江
戸
時
代
中
期
に
流
行

し
た
雑
俳
の
一
種
で
あ
る
「
も
の
は
付
け
」
に
登
場
す
る
、「
江
戸
に
多
き
も
の
は
、

火
事
、
喧
嘩
、
伊
勢
屋
、
稲
荷
に
犬
の
糞
」
の
文
言
で
あ
る
。
新
興
都
市
で
あ
る
江

戸
に
は
、
多
く
の
国
々
か
ら
商
人
が
集
ま
っ
て
き
た
が
、
中
で
も
伊
勢
国
出
身
者

が
群
を
抜
い
て
多
く
、
江
戸
時
代
後
期
の
商
人
約
一
万
八
〇
〇
〇
人
が
名
乗
っ
た

二
〇
五
八
の
屋
号
を
分
析
す
る
と
、
一
位
を
占
め
る
の
は
「
伊
勢
屋
」
が
六
〇
一
人

と
、二
位
の
「
越
後
屋
」
三
七
七
人
を
大
き
く
引
き
離
し
て
い
る
）
34
（

。
ま
た
「
伊
勢
屋
」

の
も
っ
と
も
多
い
業
種
は
札
差
と
米
屋
で
あ
っ
た
と
も
い
う
）
35
（

。

　

こ
の
こ
と
と
、
本
稿
で
と
り
あ
げ
た
鮮
魚
店
の
「
伊
勢
屋
」
と
は
直
接
関
係
す
る

も
の
で
は
な
い
が
、
大
都
市
に
向
け
て
積
極
的
に
進
出
を
試
み
る
姿
勢
に
は
、
ど
こ

か
相
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。
加
え
て
、
伊
勢
商
人
と
し
て
名
を
成
し
た
豪
商
の
多
く

が
、
丹
生
・
射
和
・
中
万
・
松
阪
と
い
う
中
勢
地
域
出
身
で
あ
る
）
36
（

こ
と
を
考
え
る
と
、

松
阪
の
出
身
者
が
「
伊
勢
屋
」
を
名
乗
る
伝
統
が
受
け
継
が
れ
て
い
る
と
も
見
る
こ

と
が
で
き
る
。

　

さ
ら
に
い
う
な
ら
、
こ
こ
で
と
り
あ
げ
た
「
伊
勢
屋
」
の
人
々
が
、
も
と
は
漁
師

で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
が
あ
る
。
宮
本
常
一
は
、
海
の
神
で
あ
っ
た
エ
ビ
ス
神
が
商

業
の
神
と
し
て
ま
つ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
例
に
、「
漁
民
の
商
人
化
」
を

指
摘
し
て
い
る
）
37
（

。
桜
田
勝
徳
も
、「
土
に
依
存
す
る
度
少
な
く
、
海
に
依
存
す
る
度

の
高
い
漁
村
程
、
自
ら
の
生
産
物
を
以
て
米
麦
野
菜
味
噌
等
の
農
産
物
と
常
に
交
換

し
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
ぬ
）
38
（

」
と
述
べ
、「
漁
村
が
積
極
的
に
交
換
を
求
め
ね
ば
な
ら
ぬ

立
場
に
あ
っ
た
）
39
（

」
と
し
て
、
行
商
区
域
も
次
第
に
拡
大
し
、
魚
類
行
商
に
と
ど
ま
ら

ず
、
反
物
や
瀬
戸
物
の
行
商
に
ま
で
手
を
伸
ば
し
て
、
全
国
的
な
商
圏
に
広
が
る
と

こ
ろ
も
あ
っ
た
こ
と
に
触
れ
て
い
る
）
40
（

。

　

漁
と
商
の
共
通
性
と
連
続
性
は
、
興
味
深
い
課
題
で
あ
る
。
Ｍ
さ
ん
の
父
親
が
語

る
と
こ
ろ
の
、「
港
の
イ
チ
で
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
粘
っ
て
安
く
仕
入
れ
て
、
駆
け
込
む

よ
う
に
電
車
に
飛
び
乗
っ
た
」
と
い
っ
た
話
か
ら
は
、
あ
る
種
賭
け
に
も
似
た
ス
リ

ル
が
感
じ
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
こ
れ
は
、
漁
と
い
う
生
業
に
も
潜
在
す
る
感
覚
で
あ

ろ
う
。
近
鉄
線
で
魚
を
運
ん
で
き
た
「
伊
勢
屋
」
の
人
々
は
、
商
人
の
本
質
と
歴
史

を
今
に
体
現
す
る
存
在
で
あ
る
と
も
い
え
る
の
で
あ
る
。

謝
辞

　

本
稿
を
ま
と
め
る
に
あ
た
り
、
伊
勢
志
摩
魚
行
商
組
合
連
合
会
の
会
長
を
務
め
ら

れ
て
い
た
Ｍ
さ
ん
ご
夫
妻
に
は
多
大
な
る
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
。
同
会
で
は
諸
般

の
事
情
で
長
ら
く
外
部
か
ら
の
取
材
を
断
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
が
、
筆
者
の
調
査
趣

旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
第
四
展
示
室
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
際

し
て
、
カ
ン
や
コ
ロ
な
ど
の
行
商
道
具
一
式
を
ご
提
供
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
近
畿
日
本
鉄
道
株
式
会
社
の
武
部
宏
明
氏
、
橋
本
悟
氏
、

三
浦
洋
之
氏
、
筈
山
達
也
氏
、
福
原
稔
浩
氏
、
近
鉄
電
気
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
株
式

会
社
の
小
坂
和
男
氏
に
、
数
々
の
便
宜
を
は
か
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
大
阪

市
中
央
卸
売
市
場
本
場
資
料
室
の
酒
井
亮
介
氏
に
は
、
大
阪
に
お
け
る
水
産
物
流
通

の
変
遷
と
魚
食
文
化
の
伝
統
に
つ
い
て
ご
教
示
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
記
し

て
、
感
謝
の
意
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

註（
1
）　

民
俗
学
に
お
け
る
交
通
・
交
易
伝
承
の
研
究
史
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
交
通
・
交
易
研
究
と

民
俗
学
―『
旅
の
民
俗
』へ
の
可
能
性
を
求
め
て
―
」『
交
通
史
研
究
』第
五
十
六
号（
二
〇
〇
五

年
二
月
）
に
ま
と
め
た
。

（
2
）　

青
野
壽
郎「
九
十
九
里
浜
に
於
け
る
水
産
業
の
地
理
学
的
研
究
」『
地
学
雑
誌
』第
四
十
四
年
・

四
十
五
年
（
一
九
三
二
年
十
一
月
・
一
九
三
三
年
一
月
）。

（
3
）　

同
じ
く
鉄
道
を
利
用
し
た
行
商
と
し
て
は
、
千
葉
県
北
総
地
域
か
ら
東
京
に
向
け
た
「
カ
ツ

ギ
ヤ
」
と
よ
ば
れ
る
農
家
の
主
婦
に
よ
る
野
菜
行
商
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
に

つ
い
て
は
、
尾
崎
乕
四
郎
「
東
京
へ
の
千
葉
県
日
帰
行
商
の
地
理
学
的
研
究
」（『
地
理
学
』
七

―
一
、古
今
書
院
、一
九
三
九
年
）、関
川
明
四
郎
「
千
葉
県
の
行
商
研
究
」（『
房
総
地
理
』
六
、

一
九
五
五
年
）
お
よ
び
「
印
旛
沼
周
辺
の
行
商
」（『
房
総
地
理
』
十
八
、一
九
六
七
年
）、
千
葉

県
印
旛
支
庁
編
刊
『
行
商
の
実
態
』（
一
九
六
三
年
）、
若
本
朋
子
「
成
田
線
沿
線
の
行
商
に
つ



国立歴史民俗博物館研究報告
第 集　 年 月

れ
て
い
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
8
）　
「
伊
勢
志
摩
魚
行
商
組
合
連
合
会
規
約
」
が
初
め
て
作
成
さ
れ
た
の
が
一
九
六
三
年
二
月
一

日
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
も
っ
て
組
合
結
成
と
み
な
し
た
。

（
9
）　

各
支
部
の
現
在
の
行
政
上
の
地
名
は
次
の
と
お
り
。
猟
師
＝
松
阪
市
猟
師
町
お
よ
び
町
平
尾

町
、
香
良
洲
＝
津
市
香
良
洲
町
、
松
ヶ
崎
＝
松
阪
市
松
崎
浦
町
、
村
松
＝
伊
勢
市
村
松
町
、
有

滝
＝
伊
勢
市
有
滝
町
、鳥
羽
＝
鳥
羽
市
鳥
羽
。
い
ず
れ
も
伊
勢
湾
に
面
し
た
漁
村
地
域
で
あ
る
。

（
10
）　

組
合
の
結
成
当
初
は
、
家
ご
と
の
加
入
で
あ
っ
た
が
、
あ
る
時
期
（
お
そ
ら
く
規
約
が
改
正

さ
れ
た
一
九
七
七
年
以
降
）
か
ら
は
、
個
々
人
の
加
入
と
な
っ
た
。
会
員
数
が
多
い
猟
師
支
部

や
香
良
洲
支
部
で
は
、
ほ
と
ん
ど
が
夫
婦
や
親
子
で
加
入
し
て
い
る
。

（
11
）　

二
〇
一
〇
年
現
在
、
会
費
は
年
間
六
〇
〇
〇
円
。
松
阪
・
上
本
町
間
を
利
用
し
た
場
合
、
定

期
乗
車
券
は
一
ヶ
月
二
万
九
四
二
〇
円
、
定
期
手
回
り
品
切
符
は
一
ヶ
月
三
二
五
〇
円
（
荷
物

が
多
い
場
合
は
倍
額
）
と
な
っ
て
い
る
。

（
12
）　

前
掲
の
神
崎
の
著
書
に
、
一
九
七
〇
年
代
に
山
陰
本
線
浜
田
駅
周
辺
で
使
用
さ
れ
て
い
た
カ

ン
の
大
き
さ
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。「
縦
が
一
尺
五
寸
（
約
四
五
セ
ン
チ
）、横
が
一
尺
二
寸
（
約

三
六
セ
ン
チ
）、
高
さ
が
一
尺
（
約
三
〇
セ
ン
チ
）
ほ
ど
で
あ
る
」（
神
崎
、
前
掲
書
、
四
六
頁
）

と
あ
り
、
近
鉄
が
当
初
指
定
し
て
い
た
容
積
に
近
い
。
現
在
近
鉄
線
で
主
と
し
て
使
用
さ
れ
て

い
る
カ
ン
は
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
倍
の
高
さ
の
も
の
で
あ
り
、
重
量
も
大
き
い
た
め
、
ホ
ー
ム
な

ど
で
の
移
動
に
は
コ
ロ
と
よ
ば
れ
る
台
車
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

（
13
）　

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
の
魚
箱
は
、
カ
ン
に
比
べ
て
保
冷
性
に
優
れ
て
い
る
こ
と
と
、
軽
い
こ

と
、
さ
ら
に
商
売
を
終
え
た
帰
り
に
は
空
箱
を
捨
て
て
し
ま
う
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
利
点
が

あ
る
。
カ
ン
の
場
合
は
、
錆
が
出
な
い
よ
う
に
、
毎
日
の
使
用
後
に
き
れ
い
に
洗
浄
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

（
14
）　

荷
物
が
魚
な
の
で
、
冬
場
の
暖
房
は
使
用
し
な
い
。

（
15
）　

伊
勢
市
駅
に
は
、
明
星
車
庫
を
出
て
宇
治
山
田
に
回
送
す
る
際
に
停
車
す
る
。

（
16
）　

明
星
駅
始
発
で
、
行
商
人
が
多
く
乗
車
す
る
松
阪
駅
を
五
時
二
二
分
に
出
発
す
る
一
番
電
車

で
あ
る
。

（
17
）　
『
松
阪
市
史　

第
九
巻　

史
料
篇　

地
誌
（
二
）』
一
九
八
一
年
、
三
一
三
頁
。

（
18
）　
『
松
阪
市
史　

第
十
四
巻　

史
料
篇　

近
代
１
』
一
九
八
二
年
、
四
八
八
頁
。

（
19
）　
『
松
阪
市
史　

第
十
巻　

史
料
篇　

民
俗
』
一
九
八
一
年
、
一
二
六
頁
。

（
20
）　

チ
ヌ
（
ク
ロ
ダ
イ
の
異
名
）
の
こ
と
。

（
21
）　
『
松
阪
市
史　

第
十
巻　

史
料
篇　

民
俗
』
一
九
八
一
年
、
一
二
六
〜
一
二
七
頁
。

（
22
）　
『
伊
勢
新
聞
』
一
九
四
五
年
一
一
月
二
四
日
。

（
23
）　
『
伊
勢
新
聞
』
一
九
四
七
年
三
月
二
日
。
七
市
と
は
、
松
阪
・
上
野
・
桑
名
・
津
・
四
日
市
・

宇
治
山
田
・
鈴
鹿
の
各
市
。

（
24
）　

竹
製
の
カ
ゴ
で
、
縦
が
約
五
〇
セ
ン
チ
、
横
と
高
さ
が
約
四
〇
セ
ン
チ
ほ
ど
の
深
型
の
四
角

形
。
両
脇
に
持
ち
手
が
あ
り
、
紐
を
わ
た
し
て
肩
で
担
ぐ
。

い
て
」（
千
葉
県
史
料
研
究
財
団
編
『
千
葉
県
史
編
さ
ん
資
料
・
千
葉
県
地
域
民
俗
調
査
報
告
書
』

二
、一
九
九
五
年
）な
ど
の
研
究
報
告
の
ほ
か
、葛
飾
区
郷
土
と
天
文
の
博
物
館
特
別
展
図
録『
葛

飾
に
き
た
行
商
』（
一
九
九
二
年
）
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
4
）　

筆
者
は
二
〇
〇
一
年
に
新
潟
県
上
越
地
域
の
名
立
町
に
て
、
魚
行
商
に
従
事
し
て
い
た

一
九
〇
九
年
生
ま
れ
の
女
性
か
ら
こ
の
呼
称
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
鳥
取
県
岩
美
郡

岩
美
町
網
代
で
は
、自
動
車
で
の
行
商
に
移
行
し
て
久
し
い
現
在
で
も
、行
商
人
の
こ
と
を
「
カ

ン
カ
ン
ア
キ
ン
ド
」
と
呼
ん
で
い
る
（
二
〇
一
一
年
七
月
の
筆
者
調
査
に
よ
る
）。
こ
の
ほ
か
、

前
掲
の
神
崎
の
著
作
に
も
、
山
陰
本
線
の
浜
田
駅
周
辺
で
、
ブ
リ
キ
製
の
「
カ
ン
カ
ン
」
を
担

う
行
商
人
が
「
カ
ン
カ
ン
部
隊
」
と
よ
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
（
神
崎
、前
掲
書
、

四
六
頁
）。

（
5
）　

現
在
、
大
阪
市
中
央
市
場
本
場
の
資
料
室
に
勤
務
さ
れ
る
酒
井
亮
介
氏
（
一
九
二
九
年
生
ま

れ
）
に
よ
れ
ば
、
終
戦
直
後
の
一
九
四
六
年
頃
に
、
父
親
の
手
伝
い
で
鳥
羽
の
魚
問
屋
か
ら
大

阪
上
本
町
の
近
鉄
百
貨
店
の
鮮
魚
店
ま
で
魚
を
運
ぶ
仕
事
を
し
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
際
に

使
っ
て
い
た
の
は
、
一
斗
入
り
の
石
油
カ
ン
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
こ
の
時
に
は
ま
だ
道
具
と

し
て
の
カ
ン
が
登
場
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
当
時
、
鳥
羽
ま
で
は
近
鉄
が
通

じ
て
お
ら
ず
、
伊
勢
市
駅
で
国
鉄
に
乗
り
換
え
て
行
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
愛
媛
県
歴
史
文
化

博
物
館
が
所
蔵
す
る
村
上
節
太
郎
撮
影
の
昭
和
期
の
写
真
に
、戦
前
か
ら
存
在
し
た
「
お
た
た
」

と
よ
ば
れ
る
魚
行
商
の
女
性
の
写
真
が
あ
り
、
一
九
五
二
年
に
撮
影
さ
れ
た
写
真
に
は
、
桶
を

頭
上
に
掲
げ
る
人
と
カ
ン
を
持
つ
人
の
両
方
が
混
在
し
て
い
る
よ
う
す
を
み
て
と
れ
る
。
行
商

道
具
と
し
て
の
カ
ン
の
登
場
が
、
戦
後
の
こ
の
時
期
に
あ
る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
写
真
資
料

で
あ
る
（
愛
媛
県
歴
史
文
化
博
物
館
『
村
上
節
太
郎
が
と
ら
え
た
昭
和
愛
媛
』
二
〇
〇
四
年
所

収
）。

（
6
）　

水
産
物
の
統
制
は
、
ま
ず
高
級
魚
九
品
目
（
マ
ダ
イ
・
ハ
ナ
ダ
イ
〈
チ
ダ
イ
〉・
サ
ワ
ラ
・

ス
ズ
キ
・
シ
ラ
ウ
オ
・
海
産
性
ア
ミ
・
エ
ビ
類
・
カ
ニ
類
）
に
つ
い
て
、
一
九
四
八
年
五
月

二
二
日
に
公
定
価
格
が
撤
廃
、
同
年
七
月
一
日
に
配
給
統
制
が
撤
廃
さ
れ
る
。
水
産
物
の
全
面

的
な
配
給
統
制
撤
廃
は
一
九
五
〇
年
四
月
一
日
で
あ
る
（
酒
井
亮
介
「
敗
戦
か
ら
統
制
制
度
撤

廃
ま
で
に
お
け
る
大
阪
の
生
鮮
食
料
品
の
流
通
状
況
に
つ
い
て
」『
大
阪
市
公
文
書
館
研
究
紀

要
』
第
十
九
号
、
二
〇
〇
七
年
、
五
三
〜
五
六
頁
）。

（
7
）　

藤
田
綾
子
著
『
大
阪
「
鶴
橋
」
物
語
―
ご
っ
た
煮
商
店
街
の
戦
後
史
』（
現
代
書
館
、

二
〇
〇
五
年
、
六
九
〜
七
七
頁
）
に
よ
れ
ば
、
一
九
五
〇
年
代
前
半
か
ら
、
近
鉄
の
下
り
線
を

利
用
す
る
行
商
人
が
大
勢
い
て
、
名
張
駅
以
西
の
近
鉄
路
線
を
利
用
す
る
小
売
業
者
・
飲
食
業

者
・
仲
卸
業
者
ら
で
結
成
さ
れ
た
「
近
鉄
沿
線
魚
類
仕
入
組
合
」
に
は
、
も
っ
と
も
多
い
時
期

で
一
三
〇
〇
名
を
越
え
る
組
合
員
が
い
た
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
組
合
員
専
用
の
車
両
を
一
〜
二

両
連
結
し
た
「
鮮
魚
指
定
列
車
」
が
上
本
町
発
で
運
転
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
一
九
五
〇
年
代

後
半
か
ら
一
九
六
〇
年
代
前
半
に
か
け
て
、
伊
勢
方
面
か
ら
ブ
リ
キ
の
カ
ン
な
ど
で
運
ば
れ
て

く
る
「
担
ぎ
の
魚
」
が
鶴
橋
で
も
た
い
へ
ん
に
評
判
が
よ
く
、
争
う
よ
う
に
品
が
取
り
分
け
ら
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（
25
）　

松
阪
駅
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
、
二
〇
〇
六
年
二
月
に
設
置
さ
れ
た
。
カ
ツ
ギ
ヤ
は
現
在
で
も

五
〜
六
名
が
行
商
人
に
雇
わ
れ
て
仕
事
を
し
て
い
る
。

（
26
）　

松
阪
駅
は
同
じ
構
内
に
Ｊ
Ｒ
と
近
鉄
の
各
駅
が
あ
り
、
Ｊ
Ｒ
側
に
旧
来
の
商
店
街
や
市
街
地

が
広
が
っ
て
い
る
た
め
、
こ
の
呼
び
名
が
あ
る
。

（
27
）　

倉
田
亨
監
修
『
大
都
市
に
お
け
る
水
産
物
重
要
の
動
向
と
流
通
対
策
―
大
阪
市
中
央
卸
売
市

場
本
場
の
仲
卸
機
能
を
中
心
に
―
』
株
式
会
社
エ
ー
・
エ
ー
・
ピ
ー
、
一
九
八
一
年
、
五
七
頁
。

（
28
）　

註
27
前
掲
書
の
五
七
頁
に
、量
販
店
の
仕
入
れ
担
当
者
の
意
見
と
し
て
、「
流
通
コ
ス
ト
の
面
、

品
揃
え
、
品
質
管
理
の
面
か
ら
見
て
も
、
中
央
卸
売
市
場
を
経
由
す
る
方
が
、
取
引
上
の
安
全

性
や
永
続
性
を
期
待
で
き
、
さ
ら
に
は
食
品
衛
生
上
の
面
で
も
安
全
で
あ
る
」
と
の
考
え
が
記

さ
れ
て
い
る
。

（
29
）　

こ
れ
に
つ
い
て
は
、酒
井
亮
介
著
『
雑
喉
場
魚
市
場
史
―
大
阪
の
生
魚
流
通
』（
成
文
堂
書
店
、

二
〇
〇
八
年
）
に
詳
し
い
。
ま
た
同
書
に
は
、
一
九
三
八
（
昭
和
一
三
）
年
の
『
大
阪
市
中
央

卸
売
市
場
年
報
』
に
記
録
さ
れ
た
主
要
生
魚
の
魚
種
名
と
出
荷
先
が
記
さ
れ
て
い
る
（
三
三
九

〜
三
四
三
頁
）。本
稿
と
は
対
象
年
代
が
異
な
る
た
め
詳
述
は
し
な
い
が
、多
種
多
様
な
生
魚
が
、

主
と
し
て
西
日
本
各
地
を
中
心
に
出
荷
さ
れ
て
い
た
。

（
30
）　

註
27
前
掲
書
、
五
四
〜
五
五
頁
。

（
31
）　

註
27
前
掲
書
、
五
五
頁
。

（
32
）　

笹
井
良
隆
編
著
『
大
阪
食
文
化
大
全
』
西
日
本
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
、
一
三
〇
頁
。

（
33
）　

大
阪
市
水
産
物
卸
協
同
組
合
編
著
『
水
産
物
流
通
の
変
貌
と
組
合
の
三
十
年　

資
料
編
』
蒼

人
社
、
一
九
八
五
年
、
一
八
頁
。

（
34
）　

嶋
田
謙
次
著
『
伊
勢
商
人
』
伊
勢
商
人
研
究
会
、
一
九
八
七
年
、
一
二
四
〜
一
二
五
頁
。

（
35
）　

註
34
前
掲
書
、
一
二
八
頁
。

（
36
）　

註
34
前
掲
書
、
五
三
頁
。

（
37
）　

宮
本
常
一
著
『
海
に
生
き
る
人
び
と
』
未
来
社
、
一
九
六
四
年
、
一
一
〇
〜
一
一
八
頁
。

（
38
）　

桜
田
勝
徳
著
「
背
後
農
村
と
の
交
渉
」『
桜
田
勝
徳
著
作
集
第
一
巻
』一
九
八
〇
年
、三
五
三
頁
。

（
39
）　

註
38
前
掲
書
、
三
五
四
頁
。

（
40
）　

註
39
に
同
じ
。

（
旅
の
文
化
研
究
所
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
同
研
究
員
、

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
展
示
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
）

（
二
〇
一
一
年
四
月
一
二
日
受
付
、
二
〇
一
一
年
九
月
三
〇
日
審
査
終
了
）
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Fish peddling from fishing villages to towns or farming villages, as a primitive trade form, has been the subject 

of studies. Previous studies, however, were mainly conducted on fish peddling on foot or by cattle and horse before 

the development of modern transportation, and there have been few reports about fish peddling by railway, which 

became prevalent over the country after World War II. In this paper, focusing attention on fish peddling in the 

Ise-Shima region as an example of the only one remaining collective fish peddling by railway, a concrete image of 

it and changes are clarified from interviews with the persons concerned, and the role that the peddling played is 

considered. 

In the Ise-Shima region in Mie Prefecture, fish peddling to the Osaka area using trains operated by Kintetsu 

Corporation （hereinafter referred to as Kintetsu） started in the latter half of the 1950s. As peddling became 

more active, problems between peddlers and general passengers increased. In 1963, the Ise-Shima Fish Peddling 

Association was formed, and fresh fish trains only for its members started operation. The members resided in fish-

ing villages on the coast of Ise Bay, and the number of members exceeded 300 in its peak period. 

Most of the members were peddlers who resided around the Ryoushi-cho in Matsuzaka City. From long ago, 

this region has been home to many people engaged in the fishing industry, and from the prewar period, fish ped-

dling to neighboring areas on foot or by bicycle was conducted. After the war, they began selling Japanese littleneck 

shell and salt mackerel to the Nara area by Kintetsu and gradually expanded the peddling to the Osaka area, car-

rying fresh fish such as righteye flounder and mullet. Along with the expansion, the tools they used changed from 

bamboo cages to tin cans. Many of the members in this region, who started trading at roadside stands, had their 

own shops called “Iseya” in Osaka City. In Osaka with its tradition of fish culture of mainly quality fish from the Seto 

Inland Sea, the new brand “Ise” and the direct-from-the-farm style, which was not common at that time, attracted 

people and led to the successful acquisition of customers. It is considered that by using shopping streets that were 

more familiar among ordinary people as their places of activities, it played the role of expanding the lower end of 

fish food culture in Osaka among the public.

Key words: Fish peddling, Railway, Tin can, Osaka, Ise


